
　これまで４年間に渡って、首都圏の主要大学で携帯電話利用実態調査を行ってきました。こうした調査結果をもとに、
大学生の日常的なケータイ利用の姿をご紹介するとともに、ケータイの利用経験の積み重ねが重要であることを解説し
ます。さらに、隣国である韓国のネット利用やデジタル教科書の活用についても現地の視察を行ってきました。日本と
韓国における、ネットやデジタルメディアに対する認識の違いを痛感しました。
　日本における子どもたちとケータイやネットとのつきあい方について考えてみたいと思います。
 

日時　：11月20日（土）13：00～16：30
会場　：広島市女性教育センター（WEプラザ　大会議室）
対象者：子どもとメディアの関わりに興味・関心のある人
　 　　  教育関係者、保護者、子どもと関わる活動をされている方など
参加費：５００円
定員　：６０名

基調講演

《大学生のケータイ利用実態から考える
　　　　　　　子どものメディアリテラシー》
木暮祐一さん（武蔵野学院大学国際コミュニケーション学部准教授）

シンポジウム　

《子どもとメディアのこれからにむけて！》
コーディネーター：●飯田豊さん（福山大学人間文化学部メディア情報文化学科 専任講師）
　　　　　　　　専門はメディア論・メディア史

パネリスト　：●匹田篤さん（広島大学産学・地域連携センター准教授）
　　　　　　　　専門は情報デザイン、メディア論

　　　　　　  ●高宮由美子さん（NPO法人子ども文化コミュニティ代表理事）
　　　　　　　　専門はこどもの芸術体験、メディアリテラシー

　　　　　　  ●木暮祐一さん
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【主催・問い合わせ・申し込み】

特定非営利活動（NPO) 法人
子どもコミュニティネットひろしま
〒730-0013 広島市中区八丁堀３－１幟会館 2Ｆ

Tel  082-511-0004   Fax  082-225-0156
E-mail  info@kodomo-net.jp    http://www.kodomo-net.jp

子どもとメディアの関わりについて、
禁止や防御の姿勢だけでメディア社会を主体的に

生きていけるだろうか・・・
という不安はありませんか？

コミュニケーションツールとして
新たなメディア機器を主体的に活用し、

社会性や規範意識を持ちながら、
コミュニケーション力をつけていくために

大切なことはどんなことでしょう。
今回、

豊富な実践や研究成果をお持ちの方々の講演や報告をお聞きしながら、
参加者も一緒に考えていく講座を開催します。
子どもとメディアの関わりについて
興味、関心のある方ぜひご参加ください。

Tel　　　　　　　　　　　　あれば　Fax　　　　　　　　　　　　Mail

住所

名前　　　　　　　　　　　　　　　　　（年齢　　　　）　　申し込みは　　　　　　　　　　　　までFax : 082-225-0156
mail : info@kodomo-net.jp 


